
　

平
成
24
年
度
の
予
算
理
事

会
、
組
合
会
は
３
月
９
日
に
開

催
さ
れ
、
24
年
度
の
収
支
予
算

案
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
、
４

月
よ
り
新
予
算
で
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、

４
月
度
（
３
月
分
）
か
ら
保
険

料
率
改
定
（
１
％
ア
ッ
プ
）
に

よ
る
収
入
増
、
ま
た
健
保
事
業

の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、
前
年

度
予
算
と
比
べ
大
幅
に
改
善
さ

れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
経
常
収
支
で
５
６

４
２
８
千
円
の
赤
字
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
別
途
積
立
金
よ
り

１
億
円
の
繰
り
入
れ
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
収
支
の
明
細
は
別

表
の
通
り
で
す
。

収　
　

入

　

平
成
24
年
度
の
経
常
収
入

は
、
前
年
度
比
８
３
２
６
４
千

円
の
増
収
で
す
。
保
険
料
収
入

で
は
料
率
改
定
に
よ
り
７
７
０

３
４
千
円
の
増
収
、
事
業
収
入

も
特
定
健
診
受
託
料
の
事
業
主

負
担
増
に
よ
り
１
８
９
８
千
円

の
増
収
。
雑
収
入
は
、
人
間
ド

ッ
ク
検
診
の
個
人
負
担
増
、
法

定
健
診
事
業
主
負
担
増
な
ど
で

４
３
３
２
千
円
の
増
収
と
な
り

ま
し
た
。支　

　

出

　

経
常
支
出
は
９
３
５
７
６
０

千
円
と
な
り
、
前
年
比
８
２
９

４
７
千
円
の
支
出
減
と
な
り
ま

し
た
。

　

事
務
費
、
保
険
給
付
費
、
納

付
金
、
保
健
事
業
費
の
全
て
で

経
費
削
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
前
期
高
齢
者
納
付
金
が

前
期
よ
り
６
０
０
０
０
千
円
強

減
額
と
な
っ
た
こ
と
が
、
削
減

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

保
健
事
業
は
宿
泊
補
助
、
体
育

奨
励
制
度
の
廃
止
に
よ
る
削

減
。
事
務
費
は
人
件
費
を
含
め

抑
制
を
図
り
ま
し
た
。

収　
　

支

　

24
年
度
の
経
常
収
支
は
５
６

４
２
８
千
円
の
赤
字
予
算
と
な

り
ま
し
た
。
23
年
度
が
２
２
２

６
３
９
千
円
の
赤
字
予
算
で
あ

り
、
前
期
と
比
較
し
て
１
６
６

２
１
１
千
円
の
赤
字
圧
縮
と
な

り
ま
し
た
。

義
務
的
経
費

　

こ
こ
数
年
、
保
険
料
収
入
で

義
務
的
経
費
（
保
険
給
付
費
＋

納
付
金
）
を
賄
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
期
は
別

表
の
よ
う
に
そ
れ
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
ま
で
は
、
保
険

料
収
入
で
義
務
的
経
費
を
カ
バ

ー
す
る
こ
と
は
適
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
24
年
度
は
保
険
料
収

入
の
96
・
８
％
と
な
り
ま
し
た
。

今
期
の
保
険
給
付
費
は
、
4
月

平成24年3月末現在

事 業 者 数　　　21社
被保険者数　　1,841人
被扶養者数　　1,968人

神戸新聞健康保険組合
神戸市中央区東川崎町1-5-7

☎（078）362-7166

【収　　入】	 単位　千円

項　　目 24年度予算 23年度予算 前年比

保険料収入 854,541 777,507 77,034

事 業 収 入 3,872 1,974 1,898

雑　収　入 20,919 16,587 4,332

経 常 収 入 879,332 796,068 83,264

【支　　出】

項　　目 24年度予算 23年度予算 前年比

事　務　費 53,493 61,309 －7,816

保険給付費 497,933 506,708 －8,775

納　付　金 329,549 386,277 －56,728

保健事業費 48,399 58,012 －9,613

その他支出 6,386 6,401 －15

経 常 支 出 935,760 1,018,707 －82,947

経 常 収 支 －56,428 －222,639 166,211

一般保険

No.135
2012春
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か
ら
診
療
報
酬
改
定
（+

０
・

０
０
４
％
）
が
あ
り
、
Ｈ
23
年

見
込
額
よ
り
１
５
２
０
０
千
円

強
増
額
し
た
予
算
と
し
て
い
ま

す
。

　

納
付
金
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
22

年
度
か
ら
漸
減
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
来
年
以
降
も
こ
の
状
態

が
続
く
か
は
不
透
明
で
す
。
今

期
は
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
減

額
を
報
告
し
ま
し
た
が
、
前
期

高
齢
者
の
医
療
費
が
反
映
さ
れ

る
納
付
金
で
あ
り
、
来
期
は
逆

に
激
増
す
る
可
能
性
も
あ
る
か

ら
で
す
。

介
護
保
険
料
率

は
据
え
置
き

　

介
護
保
険
料
の
収
支
は
別
表

の
通
り
で
す
。
介
護
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
国
が
行
う
べ
き
徴

収
業
務
を
健
保
組
合
が
代
行
す

る
も
の
で
す
。

　

今
期
の
介
護
納
付
金
は
８
９

４
８
７
千
円
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。
保
険
料
収
入
８
３
８
９
２

千
円
と
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金

（
見
込
）
５
６
２
２
千
円
を
加

え
る
と
納
付
で
き
ま
す
。
介
護

保
険
料
率
は
こ
こ
３
年
９
・
０

／
１
０
０
０
、
10
・
２
／
１
０

０
０
、
11
・
６
／
１
０
０
０
と

介護保険	 単位　千円

収入の部 支出の部

保険料 83,892 納付金 89,487

繰越金 5,662 還付金 34

雑収入 7 雑支出 0

合　計 89,521 合　計 89,521

＊保険料収入に占める義務的経費の推移	 単位　千円

項　　目 Ｈ24予算 Ｈ23見込 Ｈ22実績 Ｈ21実績
保 険 料 率 77/1000 67/1000 67/1000 67/1000
保険料収入 854,541 777,507 791,802 827,461
保険給付費 497,933 482,700 485,700 489,620
納　付　金 329,549 352,814 372,724 357,860
義務的経費 827,482 835,514 858,424 847,480
保険料収入比 96.8％ 107.5％ 108.4％ 102.4％

推
移
し
て
い
ま
す
が
、
今
期
は

料
率
を
据
え
置
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
全
て
の
被
保
険
者

（
被
扶
養
者
）
を
対
象
と
す
る

の
で
は
な
く
、
よ
り
効
果
が
期

待
で
き
る
被
保
険
者
（
被
扶
養

者
）
を
対
象
に
通
知
す
る
予
定

で
す
。

　

健
保
と
し
て
の
準
備
期
間
を

考
慮
し
て
、
こ
の
秋
に
は
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

後
発
医
薬
品
の

差
額
通
知
に
つ
い
て

　

健
康
保
険
組
合
連
合
会
（
健

保
連
）
は
、
急
速
に
進
展
す
る

医
療
保
険
分
野
の
Ｉ
Ｔ
化
に
対

応
し
、
平
成
19
年
に
「
健
保
組

合
Ｉ
Ｔ
基
本
構
想
」
を
打
ち
出

し
て
い
る
。

　

そ
れ
ま
で
は
、
医
療
保
険
分

野
の
情
報
は
、
レ
セ
プ
ト
（
医

療
費
の
明
細
書
）
を
は
じ
め
紙

を
主
体
と
し
、
そ
の
活
用
範
囲

は
限
定
的
で
あ
っ
た
。

　

紙
情
報
か
ら
電
子
デ
ー
タ
に

す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
健
保
組

合
の
レ
セ
プ
ト
（
匿
名
化
さ
れ

た
個
人
ご
と
の
情
報
）
を
オ
ン

ラ
イ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ

健
保
連
に
集
め
、
健
保
組
合
版

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を
目
指

し
て
き
た
。

　

各
健
保
組
合
は
蓄
積
さ
れ
た

各
種
デ
ー
タ
（
特
定
保
健
指
導

及
び
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
）
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
業
務
処

理
の
効
率
化
、
医
療
費
適
正
化

な
ど
を
実
現
し
、
保
険
者
機
能

を
高
め
る
わ
け
で
あ
る
。

　

健
保
連
の
デ
ー
タ
分
析
事
業

は
Ｈ
22
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
る
。

　

当
健
保
も
こ
の
４
月
よ
り

「
レ
セ
プ
ト
情
報
管
理
シ
ス
テ

ム
」
を
変
更
し
①
後
発
医
薬
品

の
差
額
通
知
機
能
②
レ
セ
プ
ト

オ
ン
ラ
イ
を
使
用
し
た
高
額
医

療
費
交
付
金
申
請
機
能
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
）に
つ
い
て
は
、
昨
年
の「
す

こ
や
か
冬
号
」
で
特
集
を
組
み

ま
し
た
が
、
今
年
は
そ
の
一
環

と
し
て
「
後
発
医
薬
品
に
替
え

た
場
合
の
差
額
通
知
」
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

― ４月からの一般保険料と介護保険料 ―

公　　　告
＊一般保険料率
　　　平成24年度の一般保険料率は　 77

1,000
＊介護保険料率
　　　平成24年度の介護保険料率は　 11.6

1,000
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①
人
間
ド
ッ
ク
・
レ
デ

　

ィ
ー
ス
ド
ッ
ク
・
Ｐ

　

Ｅ
Ｔ
検
診
に
つ
い
て

　

現
在
人
間
ド
ッ
ク
等
の
検
診

は
年
齢（
原
則
35
歳
以
上
）に
一

定
の
基
準
を
設
け
て
運
用
し
て

い
ま
す
。
こ
の
４
月
よ
り
次
の

よ
う
に
受
診
条
件
を
変
更
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
有
期
雇
用
者
の
被
保
険
者

お
よ
び
被
扶
養
者
は
、
当
健
保

組
合
加
入
か
ら
１
年
以
上
経
過

し
て
い
る
こ
と
」

※
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診
の
対
象
者
は

50
歳
以
上
の
被
保
険
者
の

み
で
す

②
雇
用
保
険
受
給
時
の

　

扶
養
認
定
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
よ
り
、
雇
用
保

険
受
給
時
の
扶
養
認
定
申
請
が

変
わ
り
ま
す
。
変
更
点
は
以
下

の
と
お
り
。

【
日
額
３
６
１
２
円
未
満
で
受

給
す
る
場
合
】
待
機
期
間
を
含

め
扶
養
認
定
申
請
が
で
き
ま

す
。

【
日
額
３
６
１
２
円
以
上
で
受

給
す
る
場
合
】
待
機
期
間
の
み

扶
養
認
定
申
請
が
可
能
。
支
給

開
始
と
同
時
に
扶
養
該
当
外
と

な
り
ま
す
。

【
受
給
し
な
い
場
合
】
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ
再
就
職
の
意
思
が

な
い
こ
と
を
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
離
職
票
に
「
不
該
当
」

の
旨
が
記
載
さ
れ
ま
す
の
で
、

こ
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　

手
続
き
書
類
の
詳
細
等
に
つ

い
て
は
、
事
業
所
の
総
務
管
理

担
当
者
ま
た
は
健
保
組
合
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

２
月
の
株
主
総
会
を
受
け
、

神
戸
新
聞
社
の
織
戸
専
務
が
新

健
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

選定議員
理 事 長 織戸　　新 神戸新聞社　代表取締役専務
専務理事 川嶋　正明 健康保険組合　専務理事
常務理事 桃田　武司 神戸新聞社　執行役員　企画総務局長
理　　事 太田　貞夫 神戸新聞社　編集局次長
理　　事 春名　正浩 健康保険組合　事務長
監　　事 見上　　求 神戸新聞社　財務局長
議　　員 今井　和尚 神戸新聞社　人事総務室長
議　　員 皆川　広一 神戸新聞社　執行役員　営業局長
議　　員 前田　裕昭 神戸新聞社　経営企画室長
議　　員 朝日　義治 サンテレビジョン　常務取締役
議　　員 梶原　伸郎 神戸新聞総合印刷　専務取締役

互選議員
理　　事 小本　　淳 神戸新聞社　編集局　整理部
理　　事 田渕　信也 神戸新聞社　情報技術局　情報技術部
理　　事 西山　泰之 神戸新聞社　デジタル事業局　メディアプロモート室
理　　事 西下　　純 神戸新聞社　ＤＳ編集局　大阪報道部
理　　事 有持　　繁 神戸新聞興産　社長
監　　事 門野　晋也 神戸新聞社　企画総務局　人事総務室
議　　員 太田垣　茂 神戸新聞社　企画総務局付　神戸新聞輸送センター
議　　員 小林　隆宏 神戸新聞社　編集局　運動部
議　　員 中江　　寿 神戸新聞社　企画総務局付　ＤＳクオリティ
議　　員 菅原　正悟 神戸新聞事業社　取締役　経営管理本部長
議　　員 盛田　悟史 ラジオ関西　取締役　事務局長

し
く
理
事
長
に
就
任
。
ま
た
、

３
月
の
異
動
に
伴
い
、
新
し
い

理
事
、
議
員
が
別
表
の
よ
う
に

決
ま
り
ま
し
た
。

新
し
い
議
員
の
紹
介
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こ
の
春
に
神
戸
新
聞
健
康
保

険
組
合
の
理
事
長
に
就
任
し
ま

し
た
。
と
い
っ
て
も
母
体
企
業

の
新
聞
社
と
兼
務
職
で
す
の
で
、

今
回
の
異
動
で
新
設
の
専
務
理

事
に
就
い
た
、
実
務
経
験
豊
か

な
川
嶋
前
理
事
長
が
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
ま
す
。
と
も
ど
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
ご
承
知
の
通
り
、

健
康
保
険
組
合
の
財
政
は
大
変

厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

と
く
に
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

支
援
（
納
付
金
等
の
拠
出
）
が

課
せ
ら
れ
て
か
ら
そ
の
傾
向
が

顕
著
と
な
り
、
全
国
の
健
保
は

約
８
割
が
経
常
赤
字
決
算
（
２

０
１
０
年
度
）
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

当
健
保
も
事
情
は
同
じ
で
別

途
積
立
金
を
取
り
崩
し
て
帳
尻

を
合
わ
せ
て
き
た
の
で
す
が
、

積
立
金
が
枯
渇
す
る
恐
れ
が
生

じ
た
た
め
、
や
む
な
く
今
春
か

ら
保
険
料
率
を
１
ポ
イ
ン
ト
増

の
７
・
７
％
に
改
定
し
ま
し
た
。

ま
た
料
率
ア
ッ
プ
分
の
会
社
と

組
合
員
負
担
割
合
に
つ
い
て
、

厚
労
省
の
方
針
も
あ
り
今
回
は

同
率
と
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
さ
ら
な
る
負
担
増

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
、
よ

り
一
層
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
に
留

意
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
宿
泊
施
設

の
利
用
補
助
な
ど
保
健
事
業
も

同
時
に
見
直
し
ま
す
。
重
ね
て

ご
理
解
を
た
ま
わ
り
ま
す
。

　

今
後
も
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
推
奨
や
経
費
削
減
な
ど
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
財
政
健
全
化

に
努
め
ま
す
が
、
あ
ら
た
め
て

健
保
の
役
割
は
何
な
の
か
。
原

点
に
返
っ
て
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
健
康
診
断
の
再
検

査
で
出
向
い
た
病
院
で
、
考
え

さ
せ
ら
れ
る
言
葉
を
投
げ
か
け

ら
れ
ま
し
た
。
当
健
保
で
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
医
師
か
ら
開

口
一
番
に
指
摘
さ
れ
た
こ
と
で

す
。

　
「
あ
な
た
よ
り
も
先
に
検
査

が
必
要
な
人
が
実
は
一
人
も
来

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
の
３
年
間

で
約
７
０
０
万
人
の
団
塊
世
代

の
前
期
高
齢
者
参
入
に
よ
り
納

付
金
の
増
加
等
で
、
経
常
収
支

の
大
幅
な
赤
字
傾
向
は
さ
ら
に

続
く
と
予
想
し
て
い
る
。

　

今
、
国
会
で
「
税
と
社
会
保

障
の
一
体
改
革
」
の
本
格
的
な

論
議
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

処
方
箋
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

誰
か
健
康
保
険
を“
健
康
体
”

に
す
る
特
効
薬
を
開
発
し
て
く

れ
な
い
か
…
。

　

こ
の
４
月
よ
り
９
年
ぶ
り
に

保
険
料
率
の
改
定
を
実
施
し
ま

し
た
が
、
財
政
の
赤
字
基
調
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

健
康
保
険
組
合
連
合
会
に
よ

れ
ば
、
Ｈ
24
年
度
に
１
４
３
５

組
合
の
約
４
割
が
収
支
改
善
の

た
め
に
保
険
料
率
を
引
き
上
げ
、

既
に
66
組
合
が
協
会
け
ん
ぽ
の

保
険
料
率
（
１
０
０
／
１
０
０

０
）
を
超
え
て
い
る
と
報
告
し

あ
と
が
き

な
い
」。
健
診
で
要
精
密
検
査

と
さ
れ
た
組
合
員
の
健
康
を
心

配
し
た
言
葉
で
し
た
。

　
「
分
か
っ
て
い
る
け
ど
、
つ

い
…
」
と
い
う
言
い
訳
が
聞
こ

え
て
き
そ
う
で
す
。
で
も
、
健

康
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
い
わ

れ
る
時
代
に
、
そ
れ
で
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　

病
気
に
な
れ
ば
本
人
は
む
ろ

ん
、
家
族
も
心
配
や
不
安
の
日	

々
を
強
い
ら
れ
ま
す
。
会
社
に

と
っ
て
も
大
き
な
人
材
の
損
失

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

健
康
は
、
個
人
に
と
っ
て
も

会
社
に
と
っ
て
も
、
何
ご
と
に

も
変
え
ら
れ
な
い
大
切
な
財
産

で
す
。

　

予
防
医
学
が
叫
ば
れ
る
中
、

い
か
に
病
を
未
然
に
防
ぐ
「
健

康
管
理
」
の
啓
発
を
深
め
、
実

践
に
結
び
付
け
て
い
く
か
。
財

政
健
全
化
の
一
方
で
健
康
保
険

組
合
に
求
め
ら
れ
る
大
き
な
課

題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v

織
戸
新
理
事
長
の
挨
拶

「
健
保
の
役
割
、

　
　
原
点
に
返
り
考
え
た
い
」


